大阪の産業構成の歴史的展開と地域的特性 by 髙山 正樹
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大阪市の西側には大阪湾が広がるが、今日では広範に埋め立て地が造られている。しかし、少












（出所）金田章裕・石川義孝編（2006）『日本の地誌 8 近畿圏』朝倉書店、43 頁 



































の 38 頁に示された表によると、明治初期（明治 7 年）の大阪の物産の生産額は、穀類が 477
万円と多額の生産を示す（全体の 31.9%）ものの、次に多い糸綿麻類および縫織物類附縫裁加
工という繊維製品は合わせて 266 万円（全体の 17.8%）を示し、他の生産物に比べ繊維（綿）
に特化していた。また、同書 47 頁の表に示されている明治 16 年状況でも米の 860 万円（全体
の 40.4%）に次いで実綿など綿生産物は 356 万円（全体の 16.7%）と多額の生産を誇っている。
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大阪紡績会社 紡績 西成郡三軒家村 1883 年(明治 16) 6 1200 3970 
摂津紡績会社 紡績 西成郡難波村 1889 年(明治 22) 4 1000 1474 
浪華紡績会社 紡績 西成郡伝法村 1887 年(明治 20) 4 750 1200 
飯井造船所 造船 西成郡川南村 1891 年(明治 24) 3 1.5 1200 
製燧社 マッチ 東成郡天王寺村 1881 年(明治 14) 3 50 1080 
天満紡績会社 紡績 西成郡川崎村 1887 年(明治 20) 3 450 929 
金巾製織会社 綿織物・紡績 西成郡川北村 1889 年(明治 22) 4 1200 870 
第二日清社 マッチ 西成郡豊崎村 1889 年(明治 22) 5 7 800 
平野紡績所 紡績 住吉郡平野郷村 1889 年(明治 22) 5 500 790 
堂島紡績所 紡績 北区堂島浜通３丁目 1885 年(明治 18) 12 185 678 
大阪鉄工所 造船・機械 西成郡川北村 1881 年(明治 14) 4 250 376 
泰興舎 マッチ 西成郡上福島村 1886 年(明治 19) 10 8 320 
大阪毛糸会社 毛糸・毛織物 西成郡伝法村 1891 年(明治 24) 5 100 317 
田辺甚三郎製造所 皮革・靴 西成郡今宮村 1887 年(明治 20) 4 80 310 
大阪太陽社 マッチ 北区天神橋筋４丁目 1889 年(明治 22) 7 30 309 
大阪摺付木製造会社 マッチ 西成郡川崎村 1886 年(明治 19) 12 16 300 
大阪盛業会社 ブラシ 西成郡下福島村 1888 年(明治 21) 9 50 300 
分銅社 マッチ 西成郡今宮村 1886 年(明治 19) 12 5 300 
永井佐兵衛製造所 マッチ 西成郡上福島村 1890 年(明治 23) 3 2 300 
天満織物会社 綿織物 西成郡川崎村 1890 年(明治 23) 4 80 290 
大阪阿部製紙所 製紙 西成郡川北村 1891 年(明治 24) 11 600 250 
小田新助製造所 三徳鍋 西成郡上福島村 1881 年(明治 24) 5 3 250 
日本綿繰会社 綿繰 西成郡伝法村 1887 年(明治 20) 8 250 235 
重松武右衛門製造所 マッチ 西成郡難波村 1889 年(明治 22) 3 2 230 
弘陽館 マッチ 西成郡北野村 1887 年(明治 20) 1 5 200 
旭昇館 マッチ 東成郡天王寺村 1890 年(明治 23) 10 3 200 
注： 大阪府「大阪百年史」478 ページによる。 
（出所）河野通博・加藤邦興（1988） 44 頁 
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 表２ 大正１１年大阪府下市郡別工業生産状況 （単位：万円） 
  工業生産価額 同比率 （a) の内訳 （工業種別） 
  計（a) % 染織工業 機械器具工業 化学工業 飲食物工業 雑工業 特別工業 
大阪市 78,987 75.5 21,749 19,804 12,373 7,598 10,073 7,390 
泉南郡 9,419 9.0 8,653 184 163 323 96 - 
堺市 5,383 5.2 1,535 551 1,330 485 1,475 7 
泉北郡 2,503 2.4 2,152 6 109 47 189 - 
三島郡 1,980 1.9 224 207 238 1,176 135 - 
岸和田市 1,779 1.7 1,324 153 185 25 83 9 
中河内郡 1,719 1.6 726 125 289 19 154 406 
北河内郡 1,291 1.2 988 106 30 82 85 - 
南河内郡 1,065 1.0 589 21 148 192 97 18 
豊能郡 489 0.5 136 3 140 156 54 - 
総計 104,615 100.0 38,076 21,160 15,005 10,103 12,441 7,830 
生産割合 100(%)  (36.4) (20.2) (14.3) (9.7) (11.9) (7.5) 
（注）(1) 生産価額の多い市郡順に配列した。 
   (2) (   )内は比率％を示す。 
   「大正大阪風土記」の資料による。 












最後に戦後の大阪の製造業の状況を見ておきたい。表 4 は 1955 年から 1996 年までに 6 時点
における大阪と全国のそれぞれの製造品出荷額全体に占める各業種の構成比である。大阪は全
国に比べ繊維、衣服、化学、鉄鋼、金属では全国より高い比率を示している。これら業種は大 














 表４ 戦後の大阪府工業の業種構成（製造品出荷額に基づく） (%) 
  1955 1960 1970 1980 1990 1996 
繊維工業 大阪 18.1 13.5 7.6 5.7 3.8 1.9 
  全国 16.2 11.1 6.4 3.7 2.5 1.3 
衣服・その他＊ 大阪 2.1 1.7 1.7 1.7 2.2 2.7 
  全国 1.3 1.2 1.4 1.4 1.4 1.6 
化学工業（ａ） 大阪 11.2 8.6 8.8 10.2 10.0 10.9 
  全国 10.9 9.4 8.0 8.4 7.2 7.5 
鉄鋼業（ｂ） 大阪 11.1 11.5 12.2 10.6 8.6 7.2 
  全国 9.6 10.6 9.5 8.3 5.6 4.4 
金属製品（ｃ） 大阪 7.4 7.0 9.3 9.6 10.4 10.8 
  全国 3.2 3.9 5.4 5.0 5.8 5.7 
一般機械（ｄ） 大阪 6.7 10.2 13.1 11.3 13.4 13.4 
  全国 4.6 7.8 9.9 8.2 10.3 10.0 
電気機械（ｅ） 大阪 4.9 11.8 13.1 11.3 13.4 13.4 
  全国 3.7 8.3 10.6 10.4 16.7 18.4 
輸送用機械（ｆ） 大阪 4.1 5.9 4.1 4.2 4.6 4.3 
  全国 5.5 8.5 10.5 11.6 14.4 14.4 
精密機械（ｇ） 大阪 0.4 0.5 0.7 0.7 0.8 0.9 
  全国 0.8 1.1 1.3 1.6 1.6 1.3 
重化学工業（ｈ） 大阪 45.8 55.5 61.3 57.9 60.9 60.6 




（出所）安井國雄他（2003） 21 頁 
表３ 大阪府の工業構造（昭和 5・10 年） 
  昭和 5（1930）年 昭和 10（1935）年 
  工場数 生産額(千円) 工場数 生産額(千円) 
紡織工業 1,879 23.9 274,879 29.5 2,197 17.5 443,323 25.8 
金属工業 1,212 15.4 135,254 14.5 2,116 16.8 396,911 23.1 
機械器具工業 1,107 14.1 133,783 14.3 2,392 19.0 282,210 16.4 
化学工業 674 8.6 164,717 17.7 922 7.3 273,681 15.9 
窯業・土石 315 4.0 26,502 2.8 385 3.1 50,741 3.0 
製材木製品 378 4.8 21,451 2.3 639 5.1 27,115 1.6 
印刷製本 315 4.0 44,949 4.8 469 3.7 48,113 2.8 
食料品 880 11.2 79,884 8.6 1,056 8.4 97,354 5.7 
その他工業 1,118 14.2 51,296 5.5 2,404 19.1 99,313 5.8 
計 7,878 100.0% 932,715 100.0% 12,580 100.0% 1,718,761 100.0% 
（備考）ガス、電気を除く。また、生産額には「加工賃及修理料」は除く。 
（注）大阪商工経済研究所編『大阪経済の基本統計」より作成。 
（出所）衣本篁彦（2003） 32 頁 
















になる。ただ、明治期の近代工場は今日の大阪市に立地していた。表 1 で示したように明治 24
年における主要工場のほとんどが大阪市にあり、紡績業の持つ意味が大きかったことは指摘し
た通りである。また、その後も主要工場は大阪市に立地しているが、表 2 で示したように、大










図 3 は高度成長期（1970 年）の大阪府の工場分布を見たものである。この図から、大阪市臨
海部と泉北臨海部の埋め立て地に金属工業、機械工業など素材型大規模工場が立地する一方で、
淀川流域および上町台地東部の城東地区の低地には機械・金属製品などの加工組立型工業や各
種工業などが立地していた（注 9）。加えて淀川流域にも多くの工場立地を見ることができる（注 10）。 
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表５ 1955 年の大阪府工業の地域的構成 
  工場数 従業者数 出荷額等 
大阪府合計 33,996 件 591,562 人 844941 百万円 
大阪市地域 67.1% 63.2% 63.5% 
北大阪地域 2.5% 4.2% 5.5% 
東大阪地域 11.1% 10.5% 10.2% 
南河内地域 3.1% 2.4% 1.6% 
泉州地域 16.1% 19.7% 19.2% 
合計 100.0% 100.0% 100.0% 





（出所）日本地誌研究所編（1974）『日本地誌第 15 巻 大阪府・和歌山県』二宮書店、52 頁 
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表６ 1970 年の大阪府工業の地域的構成 
  工場数 従業者数 出荷額等 
大阪府合計 57,200 件 1,128,175 人 7858790 百万円 
大阪市地域 53.6% 46.3% 42.9% 
北大阪地域 4.2% 9.4% 11.7% 
東大阪地域 21.7% 23.7% 25.0% 
南河内地域 2.7% 2.2% 1.8% 
泉州地域 17.8% 18.4% 18.6% 
合計 100.0% 100.0% 100.0% 
























では現状の工業の地域的構成について表 7 で見ておきたい。高度経済成長が始まる時期に比 
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図４ 特定工場設置届出分布図 
昭和 36 年 9月～昭和 46 年 12 月 
（出所）大阪市立大学文学部地理学教室都市構造研究会編（1980）『工業地域の成立と再編成』、18 頁 
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表７ 2014 年の大阪府工業の地域的構成 
  工場数 従業者数 出荷額等 
大阪府合計 17,501 件 443,634 人 16529164 百万円 
大阪市地域 32.7% 26.6% 22.0% 
北大阪地域 8.9% 13.1% 13.6% 
東大阪地域 34.1% 33.0% 24.2% 
南河内地域 6.3% 5.9% 3.9% 
泉州地域 18.0% 21.5% 36.4% 
合計 100.0% 100.0% 100.0% 






















大阪府工業の現状（平成 26 年）とその課題を考えることで本稿のまとめとしたい。 
まず、工業の事業所数を都道府県別に見ると、大阪府は今日でも全国第一位である。しかし、
従業者数で見ると愛知県についで第二位となり、さらに、製造品出荷額等でみると愛知県、神
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奈川県に次ぐ第三位である。すなわち大阪府の工業は中小零細企業が多いことを示し、いわゆ
る中小企業の街のイメージが当たっているとも言える。 










（資料：総務省総計局（2002）：『平成 13 年 事業所・企業統計調査報告書』より作成） 
（出所）金田章裕・石川義孝（2006）『日本の地誌 8 近畿圏』朝倉書店、131 頁 
従業員 2.5 万人以下
の市町村 


















図６ 製造品出荷額等の地域別産業構成比（従業員 4 人以上） 
（出所）大阪府統計課（2017）http://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/kougyou_k/shukkagaku.html 


































4．聖徳太子建立の七大寺の一つとされる。日本書紀によると 593 年の建立が始められたとされる。 
5．15 世紀末に坊舎（大阪本願寺）の建設が始まり、1530 年代に完成したとされる。後に石山本願寺と呼
ばれるようになった。 








































金田章裕・石川義孝編（2006）『日本の地誌 8 近畿圏』朝倉書店 
武部善人（1982）『大阪産業史』有斐閣 
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